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(28) Terpsiπoe musica EHR.; HUST. Kies. 1: 

898. f. 540. 1927-1930. 

. . (Figs. 1-6. and 7-9) 

HUSTEDTによると，縦軸約35-250μm，横軸25-

50μmとなっているが，本邦産の個体の測定値は縦軸

109-128μm，横軸 36-47μmであり，記載されて

いるような大型の個体は見出せなかった。殻面を外側

から見た電顕像を Figs.2， 5， 6 t;こ示したが，殻援は，

胞紋の底が単孔をもっ師板となっている偽小箱(pseu-

doloculus)構造をしていることがわかる。この構造は

CHIA-WEI and YOUNG-MENG (1977)が示した Hy-

drosera triquetraの殻壁構造と同様のものである。

また，殻の中央部近くの 1つの胞紋の底は唇状の形態

を示す (Fig.5)が，これは唇状突起の外部への関口

である。これを内側から見た電顕像が Fig.9である

が，当種の唇状突起はまゆ形状に突出しその中央部

には斜めに走る裂口が存在する。 Figs.1， 3， 4， 8を

比較すると，光顕下で横軸にほぼ平行に見える肋線は，

膜状の偽隔壁があるためであり，この偽隔壁の先端は

華響曲していることがわかる。

HUSTEDT (1937)は西ジャパで，流水中の石や，

水が滴る壁面のコケから当種を見出し，その生態性に

ついて「当種は水でうるおされている岩面を特に好ん

で生育する。 このためその生態性は多分 Hydrosera

triquetraや BiddulPhiapangeroniと類似するも

のである」と記している。今回の調査では，本土では

まったく見出せなかったにもかかわらず，小笠原諸島

ではコケ付着の状態でしばしば豊富に見られた。当種

に関する記録としては，セイロン (SKVORTZOW1930) 

フィリピンのルソン島やハワイのオアフ島，カウアイ

烏 (HUSTEDT1942)，シナイ半島 (HUSTEDT1949)， 

カリフ'海のグァドループ烏 (MANGUIN1952)などが

ある。このうちシナイ半島の記録はハリガネゴケから

見出されたものである。これらのことから判断すると，

当種は亜熱帯ないし熱帯地域に分布しまた，コケ付

着のような状態でもよく生育するものと思えた。一一

東京都小笠原〔湿岩上のオオサワゴケ Philonotis

turneriana (SCHWAEGR.) MITT.J。

(29) Diatomella balfouriana GREV.; HUST. 

Bacill. 214. f. 312. 1930. . .. .. . (Figs. 10， 11， 15) 

中間帯は Fig.10のように穴が3つあいている隔

壁をもつのが当種の特徴で，このため帯面観では中間

帯の部分は Fig.15のような独特の模様を示す。縦

語専は糸状で，中心孔は互に離れている。

FOGED (1959)は貧塩ー不定， pHー不定，好気性で，

泉や滝など急速に流れ，よく換気されている水域の指

標種であるとし HUSTEDT(1962)は「湿ったコケ

や水でうるおされている岩上に広く分布するが，石灰

岩上には存在しないようにみえる」と記している。ま

た， PATRICK and REIMER (1966)は「山岳地主主でし
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ばしば見られ，冷水を好む」と記している。本邦では

HUSTEDT (1927)によって青木湖から，岩城(1956，

1968)によって豊平川と五十鈴JIIから，奥野・黒沢

(1959)によって三段峡からすでに報告されている。

これらのうち，特に三段峡にあっては， シノブゴケ

Thuidium yezoanum，オオトラノオゴケ Thamnium

sandei，マルパハネゴヶ Plagiochilaovalifolia，オ

オバチョウチンゴケ Mniummaximowiczii，ジャゴ

ヶ Conocephalumconicumからの優勢な出現が報告

されている。本調査でも次に示すように多くの地域の

コケから見出されたが，特に，ホソパミズゼニゴケと

ホウオウゴケの仲間から見出されることが多かった。

好気性で，コケに付着した状態でもよく繁殖し得るも

のと思えた。一一埼玉県十文字峠〔濡岩上のツポゴケ

Plagiomnium cuspidatum (HEDW.) Kop.)，埼玉県

麻生〔湿岩上のアザイトゴケ Pseudoleskeopsisjapo・

nica (SULL. et LESQ.) IWATs.)，埼玉県中津峡〔濡

岩上のオオバチョウチンゴケ Plagiomniumvesica・

tum (BESCH.) Kop.，水が滴り落ちている岩面のホ

ソパミズゼニゴケ Pellia endiviaefolia (DICKS.) 

DUM.，湿土上のジャゴケ ConocePhalum conicum 

(L.) DUM.，および，湿岩上のチピッコホウオウゴケ

Fissidens minutulus SULL.)，埼玉県名郷〔濡岩上

のジャゴケ)，埼玉県久須美〔濡岩上のタチチョウチ

ンゴケ Orthomniopsisdilatata (MITT.) NOG.)，埼

玉県有間谷〔湿土上のジャゴケ，湿岩上のハネゴケの

仲間とナガヒツジゴケ Brachytheciumbuchananii 

(HOOK.) JAEG.)，千葉県三石山〔濡れた泥岩壁のホ

ソバミズゼニゴケ)， 千葉県清澄山〔湿岩上のシノブ

ゴケ属の一種 Thuidiumsp.)，東京都日原〔濡岩上の

コスギゴケ Pogo托atuminflexum (LINDB.) LAC.と

コツクシサワゴヶ Philonotissocia MITT.)，神奈川

県丹沢山〔空中に垂れ下っている濡れたジャゴケと水

が流れている岩面のマキノゴヶ Makinoacrispata 

(STEPH.) MIYAKE)，静岡県船原川沿いの山地〔水が

滴る空中に垂れ下っているホソパミズゼユゴケ，濡岩

上のホソパミズゼニゴケとスズゴケ Forsstroemia

trichomitria (HEDW.) LINDB.)，静岡県浄慈の滝〔水

が流れる石垣上のホソホウオウゴヶ Fissidensgran-

difrons BRID. var. Planicaulis (BEscH.) NOG.と，

湿土上のシノプゴケの一種)，静岡県カユ滝〔水が滴る

岩面のコホウオウJゴヶ FissidensadelphinusBEscH.)， 

静岡県下賀茂〔濡れたコンクリート壁のスズゴケ)，静

岡県子浦〔濡岩上のコホウオウゴケ，ジャゴケ，チジ

ミタチヒゲゴケ Trichostomumcrispulum BRucH 

および，カマサワゴケ Philonotisfalcata (HOOK.) 

MITT.)，静岡県初景滝〔濡岩上のヒメシノブゴケ

Thuidium cymbifolium (Doz. et MOLl心) Doz. et 

Molk.)，静岡県釜滝〔濡岩上のホソパミズゼニゴケと

コホウオウゴケ)， 静岡県猫越川沿いの山地〔濡岩上

のアサイトゴケ)， 静岡県万城の滝〔湿岩上のホウオ

ウゴケ Fissidensjaponicus Doz. et MOLK.)，静岡

県婆裟羅峠〔湿岩上のタニゴケ Brachytheciumrivu-

lare B. S. G.)，三重県御在所山〔湿岩上のツクシナギ

ゴケ Eurhynchiumpolystictum P AR.)， 徳島県組

谷渓〔濡岩上のホソパミズゼニゴケ〕。

(30) Navicula hambergii HUST. Naturw. Un-

tersuch. d. Sarekgeb. in Schwed.-Lappl. 3: 562. 

pl. 17， f. 2. 1924; SCHMIDT， Atlas pl. 400. f. 

12-15. 1934. ...................... (Figs. 12-14) 

Synonym Navicula quadripartita HUST. 

中央の条線が長く伸び，その両側の条線は極めて短

いため，殻の中央部は十字形の模様を示すのが当種の

特徴である。軸域は披針形であるが，中央部でわずか

に狭くなる。当種に類似の種類として Naviculapa-

anaensis A. C-E.があるが，当種の殻端はわずかに

鳴状に突出するのに対し，N. paanaensisのは突出

しないこと，および，軸域の形の違いによって区別で

きる。また，当種は CHOLNOKY (1957)が記載した

Navicula anassaeにも類似する。しかし，当種の条

線配列は中央部で粗，殻端で著しく密となるのに対し，

N. anassaeのは中央と殻端で条線配列の粗密にあま

り差がないので区別できる。 PATRICKand REIMER 

(1966)や， V ANLANDlNGHAM (1975)は HUSTEDT

(1937)が原記載した NaviculaquadripartitaをN.

hambergiiの Synonymとした。両種の原記載，およ

び，その説明図を比較検討してみると，N. hambergii 

の条線配列の方がわずかに密であるが，このこと以外

は相違が認められなかったのでVANLANDlNGHAMら

の見解に従った。

HUSTED1‘は当種の生態性について「貧塩性，好気

性で，なかでも水辺のコケのマットで特によく生育す

る。最適 pH範囲は 7一7.5である」と記している.

まTニ， PATRICK and REIMERも「コケのはえている

水辺の岩上を好む」としている。当種に関する報告は本

邦からはないようであるが，今回の調査では次に示す

ような地点でしばしば見られた。コケ付着の状態で広

く分布しているものと思われる。一一福島県赤川〔湿

土上のツルチョウチンゴケ Plagiomniummaximo・

viczii (LINDB.) Kop.)，新潟県湯沢〔湿土上の辞類)，
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埼玉県中津峡〔湿岩上のジャゴケ Conocephalumcon-

icum (L.) DUM.)，千葉県清澄山〔湿岩上のミヤマサ

ナダゴケ Plagiotheciumnemorale (MITT.) ]AEG・

と，乾いた岩上のヒツジゴケの仲間)， 静岡県婆裟羅

峠【湿岩上のシノブゴケ属の一種Thuidiumsp.)，静

岡県釜滝〔濡岩上のホソバミズゼニゴケ Pelliaendi-

viaefolia (DICKS.) DUM.)， 徳島県祖谷渓〔濡れた

木材上のサワゴケ Philonotis fontana (HEDw.) 

BRID.)。

(31) Pinnularia intermedia (LAGST.) Cl. KgJ. 

Sve. Vet.-Akad. HandJ. 27 (3) : 80. 1895; PATRICK 

and REIMER， Diat. U.S. 1: 617. pl.58. f. 10. 

1966. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . (Figs. 19，20) 

CLEVEは殻形について線状随円形と記しているが，

P A TRICK & REIMERは， 殻は線形でその殻側は中
央でわずかに凹むとしている。本調査で得られた個体

の殻形はいずれも線形であった。 BOCK (1975)や

CLEVE は当種を Distantes節， FOGED (1959)は

Capitatae節， P A TRICK & REIMERや LUND(1946) 

は Divergentes節としてそれぞれ扱っている。筆者

は次の P.obscuraとともに Divergentes節に含め

るのがよいと考えている。

Fogedは当種の生態性を貧塩一不定， pHー不定と

している。 PETERSEN(1935)はデンマークと東グリ

ーンランドの土嬢藻のリストに当種をあげるとともに，

この種類はハンガリー，スェーデン，フィンランド，

そして，ノールウェイでも森林土壌中から見出されて

いると記している。また， LUNDは英国の土壌ケイソ

ウを調査して，当種は最も普通な土壌ケイソウの lつ

であることを確認している。本邦では福島(1950)に

よって埼玉県新河岸)11々 跡沼から報告されているが，

これ以外の記録はないようである。しかし，本調査で

は下記に示すように，主として湿岩上や濡岩上のコケ

に広く分布していた。また，乾藻に近い状態のコケか

らも見出されている。土壌やコケ付着のような環境を

特に好む種類と思われる。一一埼玉県熊倉山〔湿岩上

のミヤマサナダゴケ Plagiothecium nemorale 

(MITT.) ]AEG.)，埼玉県中津峡〔湿岩上のアサイト

ゴケ Pseudoleskeopsisjaponica (SULL. et LESQ.) 

IWATs.と，湿岩上のジャゴヶ ConocePhalumconi-

cum (L.) DUM.)，埼玉県麻生〔渓流に洗われている

岩上のツクシナギゴケモドキ Eurhynchiumhians 

(HEDw.) S. LAC.)，東京都日原〔乾いた岩上の軍事類)，

東京都川苔谷〔渓流の水面上に出ている岩上の辞類)，

神奈川県丹沢山〔湿岩上のアサイトゴケと，湿岩上のヨ

コグラノ、ネゴケ Plagiochilayokogurensis STEPH.)， 

静岡県船原川沿いの山地〔濡岩上のホソバミス‘ゼニゴ

ヶ Pelliaendiviaefolia (DICKS.) DUM.)，静岡県エ

ピ滝付近〔湿岩上のシノブゴケ属の一種 Thuidium

sp.)，静岡県子浦〔乾いた岩上のナメリチョウチンゴ

ヶ Mniumlaevinerve CARD.)，静岡県婆裟羅峠〔湿

岩上のシノブゴケ属の一種〕。

(32) Pinnularia obscura KRASSKE， Hedwigia 

72: 117. pl. 3. f. 22.1932......... (Figs. 21-23) 

当種は Pinnulariaintermediaと非常に近い関係

がある。この場合， LUND (1946)はこの両者を同一

分類群とし P.obscuraを P.intermediaの中に含

めている。 しかし， VANLANDINGHAM (1978)は両

者をそれぞれ独立の種として扱L、 PATRICKand 

REIMER (1966)は，P. obscuraの方が小型で条線

配列も密であり，また，殻端の条線は強い逆放射とな

ることで河者は区別できるとしている。筆者が本調査

で・得られた個体を精査したところ， PATRICK and 

REIMERの見解に従って， 2つの分類群に識別するこ

とができた。

当種は最初アルプス山中の湿った崖のタマゴケ

(Bartramia pomiformis)から採取され原記載され

た。その後， PETERSEN (1935)はデンマークと東グ

リーンランドの土壌藻を調査して当種を見出し真土

壌性ケイソウとして報告した。 HUSTEDT(1957)は

水面にあるコケから当種を見出した。その生態性は貧

塩ー不定， pHー不定としてL、る。本調査では下記の

所から見出されたが，その出現量はL、ずれも少なかっ

た。一一ー神奈川県丹沢山〔濡岩上のアサイトゴケ

Pseudoleskeopsis japonica (SULL. et LESQ.) 

IWATs.)，静岡県船原川沿いの山地〔水が滴る崖面の

ジャゴケ ConocePhalumconicum (L.) DUM.)，静岡

県下賀茂〔濡れた岩壁面のヤノネゴヶBryhnianovae-

angliae (SULL. et LESQ.) GROUT)，静岡県婆裟羅

峠〔湿岩上のシノブゴケ属の一種 Thuidiumsp.)。

(33) Amphora noγmanii RABH.; HUST. Bacill. 

343. f. 630. 1930. ................ (Figs. 16-18) 

HUSTEDT は殻長 16-40μm，被殻幅 10-14μm

としているが，本調査では殻長 48μm，被殻幅 17μm

ほどの個体も見出されている。

当種の生態性について FOGED(1964)は貧塩一一

嫌塩， pH-不定性，主に山岳地域の流水中のコケで見

出されるとし HUSTEDT(1957)は好気性で， 水で

うるおされている醇類で特によく生育するとしている。

今回の調査でも次に示すように多くの所で見出された
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，F'igs. 1-6. Tertsinoe musica EHR. 
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Figs. 7-9. Terpsinoe Illusica EIIR. Figs. 10， 11， 15. DiaLomella balfouriana GREV. Figs. 12-14. 
Navicula hambergii HUST. Figs. 16-18. Amphora l1orman-ii RAsH・ Figs. 19， 20. Pinnulaγia 

inLermedω (LAGST.) C1-. Figs. 21-23. P. ObSClげaKRASSKE. 
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が，特に，鐘乳洞中の湿った石灰岩上のコケから豊富

に見出されることが多かった。好気性でコケ付着のよ

うな環境を特に好むものと思われる。一一埼玉県中津

峡〔湿岩上のタニゴケ Brachytheciumrivulare B. 

S.G.と，濡岩上のオオパチョウチンゴケ Plagiom-

nium vesicatum (BESCH.) Kop.J.埼玉県麻生〔湿

岩上のナガミチョウチンゴケ Aulacomniumheteros-

tichum (HEDW.) B.S. G.J.埼玉県有間谷〔湿岩上の

アサイトゴケ Pseudoleskeopsisjaponica (SULL. et 

LESQ.) IWATs.と，水が滴る岩商のジャゴケ Cono-

cephalum conicum (L.) DUM.J.埼玉県久須美〔乾

いた岩上のセンポンゴケの仲間と，湿岩上のエダウロ

コゴケモドキ Fauriellatenuis (MITT.) CARD.J.神

奈川県丹沢山〔濡岩上のタチチョウチンゴケ Ortho-

mniopsis dilatata (MITT.) NOG.と，湿った倒木上

のホンシノプゴケBryonoguchiamolkenboeri (LAC.) 

IWATs. et INouEJ. 東京都日原〔湿岩上のヒムロゴ

ヶ Pterobryumarbuscula MITT.と， ヒメヤナギゴ

ヶ Amblystegiumserpens (HEDw.) B. S. G..水が

滴る岩蘭のホソパミズゼニゴヶ Pelliaendiviaefolia 

(DICKS.) DUM.J.千葉県三石山〔濡れた泥岩壁のジ

ャゴケJ.千葉県清澄山〔濡岩上のチョウチンゴケ
Mnium sp.J.静岡県釜滝〔水が流れる石垣のコカヤ

ゴケ Rhynchostegium pallidifolium (MITT.) 

JAEG.J.静岡県子浦〔濡岩上のコホウオウゴヶ Fissi-

dens adelPhinus BESCH.J.静岡県婆裟緩峠〔湿岩上

のタニゴケJ.静岡県土肥〔水が滴るコンクロート壁
のタニゴケと，湿岩上のアサイトゴケJ. 静岡県猫越

川沿いの山地〔濡岩上のホソホウオウゴケと，ナメリ

チョウチンゴケ Mniumlaevinerve CARD.と，空気

中に垂れ下るシノブゴケ Thuidiumsp.J.静岡県エ

ピ滝〔湿岩上のハマキゴケ HyoPhilapropagulifera 

BROTH.J.静岡県下賀茂〔湿岩上のハイゴケ Hypnum

plumaeforme WILSふ岐阜県飛騨鐘乳洞〔湿った石

灰岩上の醇類J. 岐阜県関ケ原鍾乳洞〔湿った石灰岩
上の辞類J.山口県秋芳洞〔湿った石灰岩上のツボゼ
ニゴケ Plagiochasmaintermedium LINDENB. et 

GOTT.J.山口県大正洞〔湿った石灰岩上のミヤマサ

ナダゴケ Plagiotheciumnemorale (MITT.) JAEG.J. 

徳島県大歩危〔湿岩上の静類J.徳島県祖谷渓〔濡岩上
のコツポゴヶ Plagiomniumtrichomanes (MITT.) 

Kop. と， ホソパミズゼニゴケJ.福岡県牡鹿鐙乳洞
〔湿った石灰岩上のシノブイトゴヶ Floribundaria

floribunda (Doz. et MOLlι) FL.J.福岡県千仏鍾乳

洞〔水が滴る岩面のハリイシパイゴケ Molendoa

sendtneriana (B. S. G.) LIMPRふ大分県風速鐘乳洞

〔濡れた石灰岩上のトサカホウオウゴケ Fissidens

cristatus MITT.J。
終りに，日頃から御指導をいただいている東京学芸

大学小林弘教授，一部のコケの同定をしていただいた

国立科学博物館井上浩博士，走査型電子顕微鏡の撮影

について御援助いただいた日本歯科大学南雲保氏に厚

く御礼申し上げたL、。
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千原光雄: 中国における藻類研究の現状 (1) Mitsuo CHIHARA : Phycological 

research activities in China (1) 

昭和56年1月半ばから2月初めにかけて，日本学術

振興会の御好意と中国科学院 (AcademiaSinica)の

招きで中国に滞在し，幾つかの研究機関を訪れ，専門

を同じくする人達と交流を深める機会を持つことがで

きた。日中両国の国交が昭和47年9月に正常化されて

以来，日本からの訪中者，中国からの来訪者あるいは

留学生は年々増加の一途を辿っているが，日中間の共

同研究のための人物交流は必ずしも盛んとは言い難い。

私達は，かつて多くを学んだ中国について余りにも知

らないことが多いといえる。日本学術振興会において

は，日中の共同研究について深い関心を持たれ，昭和

54年より，中国科学院との聞に日中共同研究のための

研究者交換制度を発足させ， 日本からの研究者の派遣

と中国からの訪問者の受入れに努力されている。今回

の私の訪中の課題は，中国の藻類研究の現状を視察し，

将来の日中間の共同研究のための資を得ることであっ

た。滞在期間が3週間の予定であったので，私は訪問

する主な研究機関として次の4つを選んだ。すなわち

(1)国立植物研究所(北京)， (2)国立海洋研究所(青

島)， (3)国立水生生物研究所(武漢)， (4)国立華南

植物研究所(広州)である。これらの機関はいずれも

中国科学院に所属する。

以下，藻類に関することがらを中心に，中国におけ

る研究活動の現状の一端を報告したL、。この小文が日

中聞の今後の藻学研究に役立てば幸いである。なお，

掲載誌の都合上，この小文を幾っかに分割することの

お許しを願いたい。

稿を進めるに当り，訪中の機会を与えて下さった日

本学術振興会と中国科学院に厚くお礼を申し上げる。

1.中国科学院植物研究所(北京) Institute of 

Botany， Academia Sinica (Peking)北京西直門外大

街141号

この研究所は当初は植物分類研究所として発足した

が，その後機構が変り，現在は10研究室，職員数約400

名をもっ植物学の総合研究所となっている。それぞれ

の研究室名と研究者等の数を記すと次のようである。

1)植物分類研究室，総職員数69名(内研究者及び技

術者の数60名)， 2)古植物研究室 29名 (23名)， 3) 

植物生態研究室， 45名 (39名)， 4)植物化学研究室

40名 (35名)， 5)植物形態研究室 21名 (14名)， 6) 

植物細胞研究室 24名 (20名)， 7)生物囲気研究室

(窒素固定研究室)25名 (20名)， 8)光合成研究室

36名 (25名)， 9)植物生理研究室 50名 (45名)， 10) 

植物誌編纂室7名。




